
1

田舎のとある農村の一角にたつ、1軒の茅葺屋

根の家。この家にはここに代々住み続ける家族

の姿があった。惣助、惣吉、そして曽祖父であ

る惣次で 3代目。暮らし継がれていく家。

2

祖父が小学生のころ、曽祖父が家をたてかえた。

貯金を切り崩し、もともとあった茅葺屋根の家

は “今風” の家になった。家族 7人、助け合いな

がらの生活。

3

高校を卒業した祖父はこの家の生業であった農

業を継がずに上京した。長男として、この家の

跡継ぎとして、頼りにされていた祖父。家に残

された両親と幼い兄弟たち。跡継ぎが揺らぐ家。

4

祖父と祖母の結婚式。この時ばかりは家に帰っ

た。家の続き間がハレの舞台にかわる。お互い

の家族に見守られるなか、新たな家族が生まれ、

新たな生活が紡がれていく。

5

やがて母と叔父が生まれた。転勤族の祖父に合

わせて転々としていた住まい。あちこち生活拠

点の家が変わるなか、この家は唯一変わらない

居場所であった。夏休みには帰省してくる親戚

たちでにぎわう。

6

曽祖父が亡くなった。兄弟も 6人とも独立し、

大きい家には曽祖母 1人だけ。それでも母と叔

父はここに毎年かかさず遊びに来ていた。絶え

ることのないこの家と曽祖母への愛着。

ある家とある家族
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祖父が小学生のころ、曽祖父が家をたてかえた。

貯金を切り崩し、もともとあった茅葺屋根の家

は “今風” の家になった。家族 7人、助け合いな

がらの生活。
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祖父と祖母の結婚式。この時ばかりは家に帰っ

た。家の続き間がハレの舞台にかわる。お互い

の家族に見守られるなか、新たな家族が生まれ、

新たな生活が紡がれていく。

5

やがて母と叔父が生まれた。転勤族の祖父に合

わせて転々としていた住まい。あちこち生活拠

点の家が変わるなか、この家は唯一変わらない

居場所であった。夏休みには帰省してくる親戚

たちでにぎわう。

6

曽祖父が亡くなった。兄弟も 6人とも独立し、

大きい家には曽祖母 1人だけ。それでも母と叔

父はここに毎年かかさず遊びに来ていた。絶え

ることのないこの家と曽祖母への愛着。

7

祖父が家に帰ってきた。曽祖母 1人を田舎に残

しておくわけにはいかなかった。これを機に、

今までの古い家から新たな家へ。世代と共に家

も変わる。曽祖母と祖父母、3人の新たな生活。

8

暮らし継がれていく家で育った私。もの心つい

たころから、ここが私の原風景となっていた。

やがて弟・従姉弟が生まれ、かつて母や叔父が

幼かったころのような夏のにぎわいがこの家に

も生まれた。

9

認知症を患って曽祖母が施設に入った。この家

にはもう帰ってこない。いなくなったあとも曽

祖母と一緒に過ごした記憶が家には残っていた。

寂しげに静まりかえる曽祖母の部屋。

10

2 人で助け合いながらで暮らす祖父母。同年代に

比べれば元気なほうだが、昔に比べたら確実に

体力が落ちてきている。いつまで元気でいてく

れるだろうか。

11

両親との残された時間を一緒に過ごしたいと考

えている母は、2人が元気なうちにこの家に帰っ

て生活することを夢みる。看護関係の職ならば

地方でも働き口はあるだろう。子供たち 2人の

独立後、田舎暮らしの計画をたてる。

12

祖父のあとこの家を継ぐ叔父。慣れ親しんだこ

の場所で余生を送る。子供たちが定年する頃の

自分の年齢を考えると、この家で暮らすのは自

分の代で最後になるかもしれない。この場所で

の記憶を後世に残すすべはないだろうか。
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跡形となったドアは冷たくて、もう二度と開くことはない。

かつて家族が集っていた空間の痕跡。

サンルームのあった 2階から降りそそぐ光を求めて階段をあがる。
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えている母は、2人が元気なうちにこの家に帰っ
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独立後、田舎暮らしの計画をたてる。

12

祖父のあとこの家を継ぐ叔父。慣れ親しんだこ

の場所で余生を送る。子供たちが定年する頃の

自分の年齢を考えると、この家で暮らすのは自

分の代で最後になるかもしれない。この場所で

の記憶を後世に残すすべはないだろうか。

13

ある家の終わりと始まり。

家の墓をつくる。

住みこなされた家における生活の跡形は住宅の死を象徴するとともに、

建築と建築がおかれた場所の間に生じる現象の痕跡となる。

生きる跡形 －ある家の終わりと始まり－

10 2 5 10m
N Layout    &  1F Plan

idea1＿家の墓

idea2＿家の型枠

1 2 3

生活の痕跡が残る家 周囲を補強しながら、家を型

枠としてコンクリートを流す

生活空間としての機能を失い

半永久的に残り続ける家の墓

東京圏の郊外に住む家族 地方の住みこなされた家と住人 地方の家の周辺環境

↓

人と環境を繫ぐ家

住人がいなくなり、死をむかえた住宅を型にして、住まわれた家とそこに住んでいた家族

の墓をつくる。家の墓は生活の痕跡とその場所の現象や空間体験を後世に伝え、家の死後

も家族や親戚同士、環境を繫げる媒介となる。

記憶を刻みこむ日

柱や壁に刻み込まれた傷は生活の痕跡として記憶され、この場所で過ごした証となる。人

が死ぬのと同じように、建築にもいつか死がおとずれる。家において、それは住む人がい

なくなった時である。過去に戻りたくても戻れない、その跡形となった部屋に入りたくて

も入れない。扉の前でそんなもどかしさと切なさにかられていると、廊下に吹く風や階段

の上からさす光、そして家の裏に流れる川の音にかつての生活の記憶を思い起こさせられ

る。居住のための家が死を迎えてもなお、その場所には生活と密接に関係していた環境と

の対話が残されていた。この家を包む環境という大きな器の中で私は育ち、この場所こそ

が私の「家」であった。

和室と裏庭

提案

家の終わりと始まり

遠くで暮らす家族や親戚、そして集落の人々が見守るなか、生活の場としての家は終わり

をむかえる。家は瞬間的に廃墟になり、型枠がはずされた次の瞬間から、家の墓として新

たに始まりの日をむかえる。

問題提起

ある家の家族構成と生活状況、その後の住人想定の中で、

その家が住み続けられるか空き家となるかはまさに紙一重であった。

人口が減り、空き家になる住宅が増えている地方において、

住みこなされた住宅の死と、その後のあり方を考えていく必要があるのではないか。

idea3＿家の墓の地鎮祭

住みこなした家を型枠にしてコンクリートを流し込み、家の墓をつくる。

居住空間は生活の痕跡として跡形となり、周辺の環境やそこでの空間体験など、住人不在

のその後も現象として残る部分はそれに対応するように空間を穿つ。

墓を参るなかで、先祖の生活の痕跡とその環境での現象を実体験として共有し、人と場所

を繫げる新たな「家」の姿を提案する。

使い終わった型枠は家の形見として部分的

に家族に引き取られ、その家の痕跡は別の

場所で生き続ける。

帰省　ー家の墓参りー 家の墓参りは、親戚皆が集まる祝祭の日。

各々がここで過ごした日々を思い起こしながら家を巡り、

生活が存在していたころの「家」を子供にも伝える。

ただの墓石にむかって、顔も知らない先祖に拝むのではなく、彼らが過ごした家の跡とその頃

と変わらない、普遍的な環境の中での経験を共有することで「家」の在り方を考える。

扉のない玄関を抜けると各室につながる廊下に出る。ここは皆の

行き来する空間であったと同時に、風や光の通り道でもあった。

箪笥の跡、こぼれ落ちる障子形の光、裏庭につながる空

間。ここは遠く離れた場所にすむ私たちのための寝室が

あった場所。重たい荷物をおき、虫を取りに裏庭へ出る。

壁をつたって外に出て、川へと続く階段を下る。

山からの流水は生物の宝庫。家の墓参りをする時にしかできない経験。

祖父の書斎のあった跡。

出窓の形に模られた開口は、かつてと変わらない風景を切り取っている。

家の墓での記憶が後世の原風景となる。

食卓の開口の痕跡。

食事と共にあった風景。

室内の食卓が拡張した屋外の土間空間は帰省した家族のための賑わいの場所。

ドアと階段

祈りと報告

和室と裏庭

Section A-A’ Section B-B’

曽祖母の部屋の跡。

風通りの良い北側のこの部屋は曽祖母がいなくなったあと

蔵のように使われていた場所。

窓からは何十年も前から立つ、大きなケヤキの木が見えていた。

住宅内に流れていた風の動線と風景のかたちを痕跡をとして残す空間。

食卓と風景

曽祖母の部屋とケヤキ

カニとトンボ

跡形となったドアは冷たくて、もう二度と開くことはない。

かつて家族が集っていた空間の痕跡。

サンルームのあった 2階から降りそそぐ光を求めて階段をあがる。

仏壇で先祖に祈りを捧げ、日常の出来事を報告する。

家の墓で先祖と対話する瞬間。

家族の健康と幸福を願う。


